旅行者中心の旅行支援システムに関する一考察 by 槻木 公一
新潟国際情報大学情報文化学部紀要
旅行者中心の旅行支援システムに歯する一考察
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1．はじめに
　インターネットの普及に伴って、1個人でも企業あるいは他の個人と時空間’を越えて豊富な
．惜報を1対1で交換できるようになり、個人が主役になって様々なサービスの個別化、個一吐化
を求める時代になっそいる。JATA（日本旅行業協会）の調査でも、インターネ，ト上での情
報収集が「旅」のきっかけになったとの回答が、全年齢層を平均しても5割を超え七いる。旅
行ビジネスそのものは・複雑なロジステイックを必要とし去い情報提供サービ’スでムり、イ
ンターネット環境に最適なビジネスのひとつである。また、利用者側から見てもインターネ
ッニト上に提供されている旅行情報は、店頭販売におけるタリ’フやパンフレットの情報と比べ
て大きな差はなく・むしろ情報の「新鮮さ」において優位に立つ。去のたら、旅行者のイン
ターネット利用は魯速に進み・これに呼応して旅行ピ’ジネス側も個栓化、差別化したサービ
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スを提供するようになった。
　個性化したサービスを要求する旅行者にとって、旅行者本位（「旅行者中心」）で満足度の
高いサービスとは、旅行者自身が豊富な選択肢の中から自由に選択でき、かつ旅行行動の全
過程を通して不安なく継続的に提供されるサービスである。
　本研究では、旅行行動の全過程を継続的にサポートする旅行支援システムの実現のために、
個々の旅行行動に対応した仮想旅行空間モデルを提案する。さらに、明示的な選択行為を可
能とするためにこのモデルを階層化する。また、旅行支援システムの構築形態として、実現
可能性および旅行中の可搬性を考慮して、W巳bべ一スのシステム構造を併せて提案す乱
2．個性化する旅行形態
　旅行行動の多様化に伴って旅そのものが個性化し、旅行ピジネスは個人対応への変換が迫
られている。文献ooによれば、この流れは、航空運賃の自由化などの規制緩和やインターネ
ット取引の普及などによってさらに加速され、従来の旅行産業構造に大きな変化をもたらし
ている。日本的商習憤からグローバルスタンダードヘ特に不明朗なドンプリ勘定やリベー
ト、キックバックなどの商習慣から、透明化、グローバル化された明朗な取引へと変化サざ
るを得ない状況であ乱これに伴い、団体を重視したボリュームビジネスから個人を重視す
るビジネスヘ売り上げ重視から利益率重視へと経営方針も転換してい乱
　海外旅行を含めて旅行そのものの日常化、大衆化によってリピータが増加したこと、社会
全般においても個牲化、個人化の傾向が顕著となり、団体行動よりも旅行者主導での個人旅
行、もしくは小グループによる旅行形態へと旅行需要が変化した。もともと個人指向の冊丁
（Fo肥ign1ndep㎝d㎝t　T㎝丁〕は、旅行インフラが整備されたこと、各種メディアによって異文
花ギャップが縮小されたこと、インター手ツトによる低廉な航空券や宿泊の自己手配が容易
になっ午こ午牟どから増加傾向が一層強ま北航空券とホテルのみのスケルトンタイプの
ツアーも入れると、観光旅行を対象にして約6割が肌指向と言われてい乱
　パッケージツアーに関しては、一般的なツアー形態からぽ旅行者が離れ、コンセプトを明
確にし、少人数のグループを対象としたSIT（Sp巴oia11n値肥昌tTo皿）の企画ダ主流になりつつ
ある。この主たる狙いはリピー．タの確俣である。目的地についてできるだけ知づておきたい
という要求を満たすため、旅行前に予習を行ならたり、あるいはその文化、分野に詳しい講
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．師が同行したりする教養型ツアーなどがその例である。また、由遊だけの見学観光ではなく、
その土地に滞在し交流とふれあいを通して、異文化を体験したり自分の趣味の深めたりする
ことを目的とするエコッアーやグリーンツーリズムッアーも人気がある。いずれも、自己実
現としての個性的な旅を求めるもので、個々の旅行者の白已満足度を最優先にしたも’のであ
る。満足度が高ければ、その企画を個人指向として捉え、自己実現のために時間と費用支出
を惜しまないリピータとな乱また・旅行そのものを目的としても、徹底した旅行者指向で
企画されたツアーも人気がある。例えば、中高年向けの海外パッケージに特化して、余裕の’
ある行程を組んで高齢参加者へ充分な配曄をする．とともに、無線受信ガイドシステムやベテ
ラン添乗員を手配するツアーもある。
　旅行形態の個性化は、顧客である旅行者の厳しい評価、選別によって、旅行市場に質的変
化をもたらしている。
3一個人旅行に対応した旅行ビジネス
　インターネット」によって・旅行者自ら多様な惜報の収集が容易にな・ったことから、自已手
配を軸にして旅行ピジネス（旅行素材提供ビジネスと旅行業ビジネ刈に対して様々な選択
肢が持てる時代になった・個性化の時代、・すなわち個人が主役になる時代では、旅行ビジネ
ス側は脇役に回って、その個人にとっ亡の最缶最適のサービスを適時適切に提供していかな
けれぱならず・旅行ビジネス側も個人旅行に対応した新しいビジネスプロセスの構築を推進
している。
　インターネット時代の旅行ビジネスの課題としそ、pンテンツの充実、新商品開発、プラ
ニングやサービスの差別化は勿論のこと、インターネットの特徴である・ワンツー・ワンマーケ
ティングの特性を生かして個々人の要求に沿った旅行商品の注文製造などのワンッーワンサ
ービスの実現が求められる。さらに・中小のネット企業であれば社会的信用をどう確保する
か・旅行挙者同士あるいは異業種とのビジネス・上の協調体制をどう作るかなどの課題がある。
また・現行の旅行業法への対処問題・例えば旅行契約締結における書面交付とか国家資格の
ある店員の販売（コンピニ販売の法解釈では規制緩和の方向ではあるが〕への対応が必要と
なる。チケットに関しても・直接インターネットから入手可能な電子チケットの実用化、1C
カードや携帯電話などを利用した、発券・物流を必要としないデジタルチケッティングの実
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現が急務であ糺また、旅行者自身での情報収集に対抗するためには、個人では容易には入
手できない情報の提供、例えぱツアーコンダクタが持ち帰った最新の情報の活用など、高度
な情報収集能力と活用方法を強化する必要があ孔
　個々の旅行者のわがままな要求に応じるためには・顧客価値を重視する必要があ乱特に
女献（7〕によれぱ・旅行業ビジネスにおいては、旅行の斡旋ではなく旅行者の要求を第一とし．
て提案し、実現へのサポート役としてのコンサルティング能力が求められる。個人旅行にお
いては・個々の旅行目的や’こだわりに充分に対応できる確かな情報を搾供し・旅行者自身が・
納得して決断できるような企画を支援できる仕組みが必要にな乱S1Tに関しては、独自の経
験と情報、高い専門性が要求され、「旅のコンシェルジュ」とも呼ばれるような、豊富で付加
価値のある情報提供力とコンサルティング能力を備えたピジネスヘの転換、従来のようなサ
プライヤの販売手数料を対象とLたビジネスではなく顧客から得る手間賃ビジネスヘと転換
していく必要がある。
　コンサルテイング能力は、どのような情報機器を利用しても基本的には人である。インタ
ーネット利用の有無にかかわらず、どのようにホスピタリティのあるコンサルテイングを行
なうかが大きな課題であ乱担当者の経験、接客技術、旅行者の希望や心理を探る能力、’専
門性、危機感理能力などを活用し、情報技術と人の能力が融合できるピジネスモデル、旅行　．
者との相互コミュニケーションを軸とするピジネスモデル、言い換えれぱ、人による対面販
売のき目細かいサーピスのメリットとインターネットによる販売メリットを組み合わせた・ビ
ジネスモ・デルの実現が求められている。
4．旅行者の立場からの「旅行者中心」の意義
　一般的に旅行と言っても、観光や娯楽としての旅行、仕事のための旅行、日常生活上の単
な・る移動、非日常を求めて出かける移動など多様な形態が含まれる二本研究での「旅行者中
心」の旅行とは、観光、’娯楽としての旅行、非日常性を求める旅行を対象として考える。文
献1宮〕によれば、．このタイプの旅行行動は、経済的余裕と時間的余裕の中で成り立つ合動であ
って・、・旅行者自身がその目的とか動機を自由に選択することができ、旅行後には十分な満足
が得られなくてはならない二選択の余地がない単純なサービスのみの提供であると、旅行者
は一方的に押し付けられたという不満感惰をもち、意図的にそのサービスを避け、’旅行には・
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出かけないことになる。選択行為が可能である行動に対する動機が生じるためには、「自由に’
選択が可能であること」が重要な前提条件となる。例えば、旅行に出かけるときに種々のプ
ランを自由に比較検討して選択することによって、「自分が主体的に選択した」ことになって
満足度が高弧さらil・旅行知1おllる不満1自白責任の感があって押制され苧傾向にや
る。「旅行者中心一を考えるには・まず「自由な選択が可能であること」を充分に考慮する必
要がある』
　一般的な選択行為の決定プロセスは、問題提起→情報収集→情報整理→選択決定4実行
（行動）→評価（反省〕という流れに牟る。旅行行動もまず、問題提起として観光への要求・
動機が生じ・次にその観光に関する情報を収集して、旅行行程の決定のために必要な情報を
整理する。豊富な惰報に基づいて必要な情報を整理する段階が、決定プロセスにおいて最も’
重要となる。自由に選択することを可能とするためには、経済性、’安全性、好みなど個人の．
価値観に基づいた複数の選択案が用意されなければならない。旅行行動において』、旅行目
的、旅行先、宿泊地、旅行形態、旅行先での行動、安全性、快適性などの選択肢が、時間お
よび費用という制約条件のもとで比較検討されて決定される。
　旅に出るという実行段階は・非日常性を求める行動であり・可能な限り個々人の旅行者に
対牢した個別化された情緒的サービスが求められる。「旅行者中心」でふるためには、種々の
場面で個別化されたサービスが提供されることを十分に考慮する必要がある。
　評価（反省）段晴は一度だけの行動であれば不要であるが・何らかの行勲は原則的に繰り
返されるものである。評価の段階で得た情報が蓄積されて、問題提起から始まる次のサイク
ルヘと繋がる起点にな㌫旅行行動も繰り返される行動であり、評価段階を経ることによっ
て旅行卸甲人に情報が蓄積され輝験となり、「旅のベテラン」として余裕のある行動が取れる
ようになる1加えて・過去に白分自身が蓄積した情報のみならず、旅という非日常を経験し
た他人の蓄積情報・評価情報も有益な情報源となる。評価段階を「旅行者中心」に進めるた
めには・評価情報の共宥を考慮する必要があ糺インターネット上では、共通の興味や関1’
を持つ人．々が、時隼間を越えて’自由に惰報交換する自発的なコミュニティ（COI，Comm㎜ity
of　Int巳祀呂t）を容易に形成することができ飢旅行の評価段階において情報交換が活発に行わ．
れるCO1があれば、全体として旅行ビジネスに匹敵する以上の情報が蓄積され、旅行者自身
が主体となって次の問題提起の段階・すなわち新しし、旅への強い動機を創出することができ
る。
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5．旅行者を中心とする旅行支援システムの提案
　旅行市場の熟成と規制緩和やインターネットの普及を迎え、旅行形態は個性化、個別化の
．傾向が顕著となっている。特に、インターネットの普及によって、今まで旅行ビジネスに占
有されていた様々の情報が開放され、旅行者自身が豊富な惜報を入手して計画だけでなく・、
予約や手ケットの手配までも自分で自由にできる時代になった。これに対抗して、旅行ピジ
ネス側もインターネットを活用して個性化する旅行者を囲いこむため、複数の旅行ビジネ．ス
の連携によって自社の各種旅行商晶を充実するとともに、個人旅行者を対象に個別化したサ
十ビスが提供できる情報システムの構築を急いでい乱しかし・企業とLての様々な宙り約が
あり、これらの情報システムは、クローズされた販売側の論理で構築されるシステムになら
ざるをえ・ない。例えば、旅行業法をはじめ法律上の責任範囲、企業間の競争、企業しての信
用の保証と活動の限界などがある。
　しかし、インターネットはBtoB，BtoC，CtoBに加えて、CToCが低コストで可能となる利’
用環境、すなわち・個人と個人を・自由に緒びつけ・参加と退出が自由なオープンネットワー．
クである。「旅行者申心」のシステムは当然、旅行者側に立つ情報システムであり、特定の旅
行ピジネスに囲い込まれることなく、インターネット’およびその上の情報資源を最大限に生
かせるオープンエンドな情報システムとして実現されるべきである。（図1参照）
（且〕旅行ビジネス中心の情報システム
⑱1枯報システム
オープンネットワーク　　　　　．、、　　　’　　　　　　　　C　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　1ヨ　　　　B．。
　B　　　、、　　　　　　　　　’’
　　　　（b〕旅行者中心の情報システム
B：ビジネス　　C：個人
図1旅行者中心の情報システムの概念
　その上で、問題提起から評価までの意思決定プロセスを螺旋サイクルとLて繰り返す旅行
行動サイメル全体を、’切れ目なくかつ旅行者の立場からサポートすることが求められる二
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　旅行者中心の情報シスチムが備えるべき要件としては、’
・情報収集段階では・適切で信用のできる情報収集を必要な量だけ自由に収集できること。
・情報整理と選択決定段階である旅行企画時においては、収集した惰報から実現可能な旅行．
　のコースプランを自由に作成でき、選択できること。
一実行段階であ予旅行途上におい乍1ま・オンデマンドで林況．に応じた適切なサービス、例え
　ば安全・危機管理サーピスなどが自由に受けられること。
・旅行が終了した評価段階では・自分および他人の次の旅行行動サイクルに備えて、問題提
　起｛旅行の動機付け）に有用な情報を共有するための支援サービスが受けられること。
そして、これら各段階で提供するサ∵ビスには全過程を通しての継続性が強く求められる。
g一旅行支援システムの基本構造
（1）仮想旅行空間モデル
旅行行動のサイクル全体を継続帥・支援してサービスを提供するために、支琴システムは；
個々の旅行者の実際の旅行行動と同期をとる形で・旅行行程などの情報を管理する必要があ
る。いわば・システム内で仮想的に旅行をすることであり、システムは個々の旅行に対応し
た「仮想旅行空間」を扱うことに帆．この仮想旅行竿間は・個・の旅行者のひとつの旅行
に対応して存在し・旅行行程の集今を軸にして旅行行動に必要な情報やサーピスを提在する。
（図2参照）
図2　仮想旅行空間モデル
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　旅行行程は、行程工一ジェントとして自律性と運続性（永続性）を持たせたソフトウェア
エージェント構造とす乱サプクラスとして移動、滞在、娯楽工一ジュントに展開され、時
系列に前後関係ある・いは包含関係となる他の行程土一ジェントとの聞で協調動作をして、時
聞的、場所的矛盾を排除する。’その他に、個人情報や旅行情報を保持するプロワァイルエー
ジェント、旅行企画段階や旅行途上で必要な・1昔報を収集する情報収集工一ジェント、電子チ
ケットや自動チェックインなど旅行途上で外部との惰報交換の役割を’担うチケットエージ・・
ント、ト今ブル時や緊急連絡時に対応箇所との運絡支援を行うヘルプエージェントなどが必
要’となる。
（2〕仮揮旅行空間の階層化
　工一ジェント構造としそも、工一ジェン’ト間の協調により自動的に旅行行程を定める方式
ではなく、旅行者自身が選択行為に関わることができる構造とする。「旅行者中心」とするた
めには選択肢が与えられること’が重要であ乱そのために仮想旅行空間を階層化し、そのひ
とつの空間に複数の選択候補の行程インスタンスを明示的に保有させて、旅行者の選択行為
の対象空間とする。図3に階層化された仮想旅行空問モデルを示す。
レベル1空間
（設計レベル）
Po岳批o冊
移動工一ジニ亡ン
滞在工一ジェント
候補抽出
動エージェント
”閉虐
p。。崩。皿　選択侯補
レベル2空間
（選択レベル）
選択 　　　　　　”胴虐翠択
P0f捌o蜆　選択
レベル3空間
（実行レベル）’二
　　　　　　滞在工一ジェント　　　　　　　　　　　　　移動工一ジェント
移動工一ジェント
”川虐　’
図3　階層化された仮想旅行空間モデル
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　仮想旅行空問は、レベ’ル1（設計レベル）、レベル2く選択レベル〕、レベル3（実行レベル）
の3つのレベルに階層化する。
・レベル1（設計レベ’ル）の仮想旅行空間
　ここでは・旅行の全体像を移動・滞在・娯楽という粒度の荒いレペルの行程工一ジェン．ト
で組み立てる。旅行者が、行程工一ジェントに時期、場所、位置についての概略的な情報を
与え乱例えば・滞在（宿泊〕・娯楽（観光を含む）行程では、都市名、観光地名などの情報
である。その間をつな’ぐ移動行程には・・都市名、移動手段などの情報を与える。それぞれの
行程工一ジェントは時期、位置情報の相互チュックを行う。
・レベ’ル2（選択レベ’ル〕の仮想旅行空間
　レベル1の各行程工一ジ・・ントからの要求により、情報提供工一ジェントがインターネット
から・干れぞれの行程毎に選択侯補を抽出す糺例え臥レベ㍗1の滞在工一ジェントからの
要求に対しては・都市情報・観光地情報から入手するホテル情報に基づいて、レベル2の行程
工一ジェント群を生成し選択候補．とす乱レベル1の移動工一ジェントからの要求に対しては、
移動元・移動先の都市惰報から複数の航空会社の航空便1音報を入手して、レベ’ル2の行程工一
ジェント群を生成する。．
旅行ビジネス与イ／がw・・トピスで公開している案内機能から入手する情報にはノイズ
が少なくその適合性は高い。（ほとんどが選択候補になり得る。）しかし、個人のWebサイト
からの情報は・インターネット上を検索して初めて抽出することができる情報も多い。移動
か滞在か・どのような娯楽かなどめタイプと・場所、位置情報から情報を絞込む知的検索を
行ったとしても・近い将来でも検索結果の適合性には興界がありノイズも多い。従って、抽
出結果に対して・さらに人手で選択候補を’絞り込んだり（不要な侯補を削除する）、抽出され
なかった侯補を新たに組み込ん走りする機能が不可欠である。
　また、．モデルコース（後述）や旅行の電子カタログなどから、すでに吟味された選択侯補
を入手して組み込むことや・リピータやツアーコンサルタントなどの支援（窓口支援や遠隔
支援）を受けて・選択侯補の・修正・追加などを行う機能も必要である。旅行者自身が満足で
きる選択を行うには・前提として充実した選択侯補リス・トが存在しなけれぱならないからで
ある。
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・レベル3（実行レベル〕の仮想旅行空問
　レベル2の各行程の選択侯補から、旅行者が前後の行程や時問、費用、サービスレベルその
他の条件を吟味してひとつの侯補を選択する。レベル2の各行程工」ジェントは対応するサイ
トと直接リンクし、情報が不足すれば利用者の要求により詳細な情報を提供する。例えば、
選択したホテルのW巳出ぺ一ジの表示要求などである。
　選択されたレベル2の行程工一ジェントはレベルヨの空間に複写され、期日情報が設定・され
る。予約が必要となる場合は、このレベルの行程工一ジェントがそれぞれ対応するサイトに
予約要求を出す。レベル3において予約要求を出すのは、予約時期がそれぞれの行程ごとに異
なるからである。予約が成立Lてからレベルヨに移すとすると、行程全体を確定するのが遅れ
ろことドなる。現状でも先に行程全体をまず組み立てて、もし予約が取れない場合はキャン
セル待ちをするか、ある時期まで待って別の行程の予約要求をするごとが行われている。提
案するシステムでも、レベルヨにおいて予約待ちやキャンセル待ちを可能とす乱例えば、ま
だ予約受付期聞内でなければその行程工一ジ土ントは予約待ち状態になり・受付開始時を待
って予約要求を出す。予約ができなければ、旅行者自身がレベル2から再度別の行程をひとう．
選択することなる。
7一実現形態の考察
く1）工一ジェントベースの実現可能桂の問題．
　工一ジェントの標準化推進団体である冊A（冊已Pomd帥i㎝foI　Inte1lige皿t　Phy昌ic且1Ag㎝t呂）
のA壇㎝tcitie昌PI巾otに見られるように、試行段階の工一ジェント応用システムが実現されてい
乱旅行者のプラニングや旅行中の支援機能を実現する情報システムを考えると、・仮想旅行
’空間の可搬性が不可欠であり、工一ジェントベースのシステム構造が最適である。しかし、
工一ジェントの機能、仕様、実現方式の標準化が進んだ現在でも、すべてのコンピュー多に
共通化された工一ジェント実行環境が普及し、可搬型のシステムが実現することは容易では
ない。特に、インタ宇ネッ’ト環境においてはセキュリティの問題が大きい。ファイアウォー
ルなどをすり抜けて・なおかつ高レベルのセキュりテイ対策を施した工一ジェントシステム
が近い将来に実現するのは容易ではない。
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（2〕Webべ一スの実現可能性
　支援システムを独立型の工一ジェント応用システムとし、可搬性はW巳bべ一スのシステム
構造とすることにより実現する方式を提案す糺（図4参照）We出サーバ上に個々の旅行者に
対応する3層の仮想旅行空聞を展開する。このシステムを利用する旅行者はWebブラウザから
サーバにアクセスする。旅行先のPC、携帯電話からの矛1」用、ツアーコンサルタントなどによ
る遠隔支援もWebブラウザをクライアントとして使用する。
図4Webべ’一スのシステム構造
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　インターネット環境のオープン性を活用するためには、すべての処理をサーバに委ねるの
ではなく、W曲ブラウザを使用するクライアント側での処理も必要となる。例えば、このシ
ステムの外側で、たまたま見つけたサイトを選択侯補のひとつとして加える場合は、クライ
アシト側において支援システムと何らかめ形で結びつける仕組みが必要とな乱
　また、図4には示していないが、旅行を終えると、当事者の評価と仮想旅行空間をひとつの
モデルコース情報として、We出上のコミュニティに提供する機能も必要である。モデルコー
スは・レベル2とレベル3の仮禅旅行空聞にある行程工一ジェントを抽出して作成する。モデ
ルコースを再利用する時は、レベル2から新たに選択するか、レベル3相当g行程工一ジェン
トに期日を設定して仮想旅行空間に再び展開することになる。
8　提案システムと類似事例の比較・
旅行行程の組み立てを支援する類似のシステムの事例を以下に示す。
．・ス．カイゲイト（Sonyグループの総合旅行サイト冊p1〃www．skyg訓o．oo．jp’〕
　このサイトはインターネット上で・海外・国内の航空・ホテル・レンタカrオプショ・ナ
ルツアーの予約から観光情報、緊急情報、．旅行者からの情報などを提供していて、出発から
帰国までをサポートするメンバ専用ぺ一ジ（My　Sky呂ate）を開設している。ここでは予約状
況などの旅程一覧の管理、行程のキャンセル。出発前の情報搾供（メール〕や帰国後のアン
ケート調査依頼（メール）を行う。提案システムとめ違いとして1キ・旅行の計画に必要な情
報は自分で収集しておくこと、選択可能な対象は前もって・システムに登録されたものに限ら
れて・システム外の情報や支援機能を持ち込むことができないことなどダ挙がられ乱
・旅の窓口（航牢、宿泊、レンタカー総合旅行予約サイト　h廿p1〃w山w．my廿ip．n島廿）
　インターネット上の航空、宿泊、レンタカーの予約サイトであり、観光情報やテーマパi
ク情報などを提供するとともに、宿泊施設情報、交通機関情報を利用して、日時と目・的地を
設定すると、旅行計画を簡単に作成するサービスを提供している。旅行計画は個人会員のぺ
一ジに登録しておき、いつでも旅程表を見たり変更することが可罷である。交通機関を利用
する時は時刻表、運賃、料金が表示され、レンタカーを利用’するときは地図情報の提供サー
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ピスもある。また・宿泊姑設ごとの旅行者の評価や提示場を用意して、旅行者同士の情報交
換を支苧してい乱提案システムとの違いとLては・提蝉れる情報も予約の対象施設も前
もうて登録された範囲中に限られ・外蔀の情報を勝手に利用者が旅程に組み入れることはで
きないこと・複雑な旅程は作成できないこと、旅行の計画時に関しての何らの支援機能も在
いこと・モデルコースとして他人の旅程表の再利用は考えられていないことなどが茎げられ．
る。
．R目i■Planner（h廿p1〃www、廿avelinfo昌ys蛇m昌．oom’〕
　英国の鉄道旅行の計画を作成するソフトである。ユーロスター、フェリーを含む最新の鉄
遭時刻表情報が提供され、PCあるいはPDAで利用する。R且ilP1且m趾にはW巴bべ一スの
R且iIPI㎜皿erWebもある。都市の種々の交通機関を利用し、地図情報も提供するCi｝P1刮m巳丁もあ
る．が、自由に旅行行程を組み立てる機能はない。
・EuroDa拍P8rsonal　T旧v目1Planner（h廿p＝〃www．euroda胞．oomたd2w／O01旭d2w1．h1m）
　個人杯行の行程作成支援ソフトで、航空や鉄道などの交通機関の時刻表やホテル、レスト
ランの情報を自．分のスケジュール表の中に組み込む。他のサイトからの．自由にド’ラッグ＆ド
ロップでデータを持ち込むこともできるので・自由度が高い計画を作成することができる。
特に・有用な†イト’のURLとコメントをファイリングするOn1i皿eC叩血祀機能、旅行先を整理
するBooki㎎＆R日昌師刮i㎝機能、最新の通貨換算表を提供するCurr㎝oy　Exoh刮㎎巳機能、’旅行者
の個人情報を管理する丁肥平eueIPmmg機能などがある。単独で稼動するソフトであって可搬性
はなく、旅行に携帯PCを持ち歩くなら便莉である。
9．おわりに
　旅行牢態の個性化・個別化の傾向が顕著となった現在、個々の・旅行者の旅行行動のサイク
ル全体に渡って継続的にサービスを提供する、旅行者本位の情報システムの実現が望まれて
いる・本研究では・「旅行者中心」のサービス機能を提供する階層化した仮想旅行空間モデル
と・実現可能性および可搬性を考慮したWebべ一スのシステム構造を提案した。本システム’
の実現のためには・さらにインターネット上の情報収集方式、W巳bブラウザ問の協調処理方
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式、同期・非同期の遠隔支援方式などに関して技術的な検討を進める必要があ乱
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